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Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
た

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

は
、
地
震
・
武
力
攻
撃
等
の
緊
急
情
報
を
国

か
ら
人
工
衛
星
等
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
訓
練
当
日
は
、
市
内
65
か
所
に
設
置
し
て

あ
る
防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）か
ら
訓
練
放

送
が
流
れ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

「
緊
急
放
送
」
と
し
て
通
知
が
出
ま
す
。
実

際
の
地
震
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
放
送
に
合
わ
せ
、
各
家
庭
で

机
の
下
に
隠
れ
る
等
の
、
身
を
守
る
行
動
訓

練（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）の
実
践
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況
等
に
よ
り
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
６
月
18
日
㈬　
午
前
10
時
ご
ろ

通 

知
先　
防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）、
市
公
式

Ｘ
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ひ
だ
か
防
災
メ

ー
ル

放
送
・
通
知
内
容

　
（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
、
訓
練
放
送
を

行
い
ま
す
」（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震（
お
お
じ
し
ん
）

で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
、
訓
練
放
送

で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）「
こ
ち
ら
は
ぼ
う

さ
い
ひ
だ
か
で
す
。
こ
れ
で
、
訓
練
放
送
を

終
わ
り
ま
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課
防
災
・
消
防
担
当

６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
実
施
期
間

　
大
麻
・
覚
醒
剤
・
麻
薬
・
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
乱
用
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
を
乱
用
す
る

と
、
自
分
の
意
志
で
は
止
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
の
体
や
心
を
む
し

ば
む
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
々
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

県
で
は
、「
彩
の
国
さ
い
た
ま
『
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。』
普
及
運
動
」
と
し
て
薬
物
乱

用
防
止
を
呼
び
掛
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
よ
び
薬
物
乱
用
防
止
を
目
的
と
す
る
国
連

支
援
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

薬
物
乱
用
か
ら
自
分
自
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
薬
物
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
狭
山
保
健
所
☎
04－

２
９
４
１－

６
５
３
５

各家庭から出された可燃ごみの速報値です

問い合わせ　環境課廃棄物対策担当

令和７年４月の可燃ごみ 昨年同月との比較
全体量 814.06 ｔ － 127.98 ｔ
処理費用 35,818,640 円 － 5,631,120 円
１人当たりの量 15.06 kg － 2.28 kg
１人当たりの処理費用 663 円 － 100 円

くりっかーの可燃ごみレポート

　市では、生ごみ処理容器等を購入
して設置した人を対象に、購入費の
一部を予算範囲内で補助する制度を
設けています。生ごみを堆肥化する
ことで可燃ごみ減量につながります。
ぜひご利用ください。

※数値は四捨五入しています。
※処理費用は、全体量に44,000円／ｔ
　を乗じたものです。
※１人当たりは、当該月の総人口を
　基に算出しています。

募
集

文
芸
ひ
だ
か
第
39
号
作
品
を
募
集

応 

募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
市

内
サ
ー
ク
ル
等
で
活
動
し
て
い
る
高
校
生

以
上
の
人

提
出
期
限　
９
月
１
日
㈪

応 

募
方
法　
メ
ー
ル
・
郵
送（
消
印
有
効
）・

直
接
左
記
ま
た
は
各
公
民
館
へ

※
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

原
稿
の
デ
ー
タ
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

部門
枚数

作品数 注意事項
手書き ワープロ

パソコン
小説 30枚以内 20枚以内

１人１編

○ 小説・随筆・評論で、手書きの場合は400字詰
め原稿用紙の縦書き、ワープロ・パソコン使用
の場合はA４横置き用紙の縦書き26文字23行に
してください。
○ 詩・短歌・俳句・川柳は、手書きまたはワープロ・
パソコンのいずれの場合も400字詰め原稿用紙
にしてください。
○ 標題、氏名等も用紙枚数の中に含みます。
〇枚数、締切日は厳守してください。
〇 応募作品は、未発表・創作のものに限り、１人
２部門までとします。

随筆・童話・民話 12枚以内 ８枚以内

文芸評論
（書評を含む） 21枚以内 14枚以内

詩 ２枚以内 １人２編以内
（１編ごとに別とじ）

短歌 １枚 ５首

俳句 １枚 ５句（原則有季定型）

川柳 １枚 ５句以内

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
公
民

館
ま
た
は
左
記
に
応
募
要
領
・

様
式
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当
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国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
の

発
送
回
数
が
年
３
回
に
変
わ
り
ま
す

　
本
年
度
か
ら
、
例
年
、
２
か
月
に
１
度
発

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す

　
以
前
は
不
治
の
病
と
さ
れ
て
き
た
エ
イ
ズ

で
す
が
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
の

開
発
に
よ
り
、
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
症
状

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
普
通
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
知

識
を
得
て
、
感
染
予
防
を
実
施
す
る
こ
と
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
狭
山
保
健
所
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

の
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
や
梅
毒
な
ど
の
性

感
染
症
の
検
査
を
匿
名
・
無
料（
予
約
制
）で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
政
府
広
報

オ
ン
ラ
イ
ン
ペ
ー
ジ
・
狭

山
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　
狭
山
保
健
所
☎
04－

２
９
５
４－

６
２
１
２ 政府広報

オンライン
狭山保健所
ホームページ

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミ ニ 知 識

　国民年金保険料の納付には、口座振替が利用で
きます。口座振替を利用すると、金融機関などに
行く手間が省け、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、前納割引制度があり当
月分保険料を当月末に振替納付することにより、
月々60円引きになる早割制度のほか、さらに割引
額が多い６か月前納や１年前納、２年前納もあり、
大変お得です。年度の途中からでも申し込みがで
きます。
　口座振替を希望する人は、納付書または基礎年
金番号が分かるもの、口座番号が分かるもの、金
融機関届出印をお持ちの上、希望する金融機関、
年金事務所、または下記へお越しください。
※前納の場合、申し込み時期によって初回振替額、
割引額が異なります。詳しくは、所沢年金事務所
へお問い合わせください。
問い合わせ
　保険年金課国民年金・医療費担当（１階④番窓口）
　所沢年金事務所☎04－2998－0170

国民年金保険料は
口座振替がお得です！

児
童
手
当
の
現
況
届

　
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
、
原
則
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
提
出
が
必
要
な
人
に
は
通

知
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
６
月
30
日
㈪
ま
で

提
出
方
法

　
郵
送（
必
着
）ま
た
は
直
接
左
記
へ

問 

い
合
わ
せ　
子
育
て
応
援
課
子
育
て
応
援

担
当（
１
階
⑥
番
窓
口
）

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

健
康
長
寿
歯
科
健
診

　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

前
年
度
中
に
75
歳
ま
た
は
80
歳
に
な
っ
た
被

保
険
者
を
対
象
と
し
て
、
健
康
長
寿
歯
科
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
お
口
の
健
康
は
、
全
身

の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
。
疾
病
の
予
防
や

健
康
増
進
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る

補
助
制
度

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐

震
診
断
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対
象
建
築
物

　

 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

２
階
建
て
以
下
・
５
０
０
㎡
以
下
の
木
造

建
築
物

問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
建
築
指
導
・
開
発
指
導
担
当

期
間

　
７
月
１
日
㈫
〜
令
和
８
年
１
月
31
日
㈯

対 

象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
人

〇 

昭
和
19
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
20
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〇 

昭
和
24
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
25
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
詳
し
く
は
、
６
月
下
旬
に
対
象
者
へ
送
付

す
る
受
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　
健
康
長
寿
歯
科
健
診
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０－

９
９
７－

２
７
０

送
し
て
い
た
医
療
費
通
知
の
発
送
回
数
が
、

年
６
回
か
ら
年
３
回
に
変
更
と
な
り
、
発
送

月
も
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
４
月
送
付

　
令
和
６
年
11
月
、
12
月
診
療
分

令
和
７
年
９
月
送
付（
変
更
と
な
る
送
付
月
）

　

 

令
和
７
年
１
月
か
ら
５
月
診
療
分（
２
か

月
分
か
ら
５
か
月
分
に
変
更
）

令
和
８
年
２
月
送
付

　

 

令
和
７
年
６
月
か
ら
10
月
診
療
分（
２
か

月
分
か
ら
５
か
月
分
に
変
更
）

問 

い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
担
当（
１
階
③

番
窓
口
）

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給

継
続
申
請
の
受
け
付
け

受
付
期
間　
６
月
９
日
㈪
〜
７
月
25
日
㈮

対 

象　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
引
き
続

き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
人
の
保
護

者
申 

請
方
法　
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
か

ら
申
請
に
必
要
な
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接

左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ

　
狭
山
保
健
所
☎
04－

２
９
５
４－

６
２
１
２
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